第１６回　第５部会（都市整備）

（第８回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成２０年３月２４日（月）午後６時００分～午後８時１５分
出席者：和田浩一、石亀裕、大平定子、仲川弘誓、小笠原春一、藤田隆、近井一夫、
　　　　永田政治、佐藤逸夫、黒澤友義、南部敏子
事務局：企画Ｇ 五島主幹・山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹・福地主査、
　　　　環境対策Ｇ 伊東主査
内　容：１．資料の確認

２．第１回から第７回までの会議の経過説明
　　　　３．会議内容
　　　　　（１）条例の素案について

　　　　　（２）今後の進め方について
４．報告事項
　（１）北海道景観計画（案）等に関する説明会について

　（２）その他

５．次回開催日、議題についての確認

配付資料：●条例素案、●景観・緑化条例策定会議第７回目までの流れ、
　　　　　（参考）平成１９年度全国都市再生モデル調査事業報告会

３．会議内容

（１）条例の素案について

　■第１章・・総則・・

◆前文、第１条、第３条について
□　・前回素案から変更していない。
　　　―意見なし―

◆第２条について

□　・既に基本計画として市民参加により定められている「都市計画マスタープラン」、「景観形成基本計画」、「みどりの基本計画」を推進するための条例として目的に位置付けることとしたい。
　　　―意見なし―
　
■第２章・・山辺、川辺、海辺などを身近に感じられる景観づくりのルール・・
　　◆（自然を守り育てる）
　　　□　・条例でとは言わなくとも、自然遺産の選定のようなルール作りは必要と思う。指定しながら、保全する方法は良いと思う。
　　　□　・鷲別周辺では、川の切り替え、護岸整備、漁港整備などにより昔の自然が
なくなってきている。国の事業だから地元の意見は聞き入れてもらえない
と言う雰囲気がある。昔の風景を取り戻したい。
　　　□　・保全の指定をしていれば、国の機関でも協議の対象にしてもらえるのでな
いか。どの様なルールにするかは別にしても、指定は必要であると思う。
　　　□　・地域の特長がその事業に活かされるべきと思う。
　　　　　・細かなルールを決めてしまうと、がんじがらめになって何も出来なくな心
配があり、逆に大雑把になってしまうとなし崩し的に開発優先になってし
まう恐れがある。保全と開発を融合させるためには、バランスの取れたル
ール作りが必要。
　　　□　・例えば開発をする前に届出を出してもらい、それについて協議する場を作
るなどのルール作りは可能と思う。
　　　　　・公共や民間の工事などで物を作るときは、計画段階からオープンにしても
らう必要があると思う。
　　◆（自然をひきたてる）
　　　□　・国有地や道有地などに対してまで規制可能か。
　　（事務局）・保全区域指定についての双方協議が整えば、条例化は可能と思う。
　　　□　・個人所有地の場合はどうか。
　　（事務局）・関係する権利者の同意を得て規制や制限をかけることになる。
　　　□　・同意が取れない場合はどうなるか。
　　（事務局）・規制をかけることはできない。地域の方々がこの様に進めようと言う意志、熟度の高まりが第１である。
　　　□　・条例によって規制を破った場合の罰則はあるのか。
　　（事務局）・今回の景観に関する条例は、景観法を根拠にする委任条例の場合と、自主的に作る自主条例に大きく分けられるが、委任条例の場合は根拠法が定めている罰金刑まで可能であるが、自主条例の場合は罰則までは難しく、行為に対しての助言・勧告のゆるやかな行政指導を行う程度になると思う。
　　　□　・土地所有者から反対されたら何もできないことになるのか。
　　　□　・いろいろな段階が考えられる。地域で話し合い、地域のルールや目標を作
る。それが大きくなり市全体のルールとして条例に反映されていくものと
思う。
　　　□　・大きな作りにしてしまうと大雑把になりぼやけてしまう。小さく作ってし
まうと個人の権利侵害にも繋がりかねない。作り方は難しい。
　　◆（自然と調和するまちをつくる）
　　　□　・自然をテーマにした第２章のくくりを３つにしているが、以前に自然愛好
家グループから聞いた話の中で、自然が主人公の場所（人間が入り込めな
いところ）と、人間が主人公の場所（人間が入り込むところ）として区分
する必要があると話されていた。この分け方もある。
　　　　　・杉並区では、２０数年前から住宅地の緑を増やすため、生け垣設置費の半
分を助成する制度を設けている。奨励制度により市民が景観や緑化に関心
を持っていただくきっかけ作りができるかもしれない。
　　　□　・現状では、お金を付ける話しは難しいでしょうが、緑化の効果を逆に緑化
をしないことがマイナスになると言う表現はできるのではないか。
　　　　　・人を中心にしている表現になっているが、自然が主人公という視点からの
表現も重要だと思う。
　　　□　・条文は理想を掲げて良いと思う。罰則を設けることは後から考えれば良い。
　　　　　・予算・お金を使わないで奨励する方法もある。例えば、花壇コンクールの
ように表彰し、それを讃え、大きく公表する。公表することにより次の励
みに繋がると思う。
　　　　　・市全体が同じ方向に進む必要はないし、違う方向を向く人がいても良い。
無理な押しつけはしぼみが早くなる。
　
■第３章・・訪れる人々にも癒しと感動を与える景観づくりのルール・・
　　◆（まちのイメージを高める）
　　　□　・屋外広告物には既に規制が掛かっている。規制内容について事務局から説
明下さい。
　　（事務局）・屋外広告物については、看板、建物壁面の広告、のぼりも含めて屋外広告物と言うが、掲出するためには許可が必要になる。以前は北海道がその事務を行っていたが、平成１９年４月から市が権限委譲により許可事務を行うことになった。
　　　　　　・許可基準は、北海道条例に定められており、市の許可もそれに基づいて行っている。
　　　　　　・範囲を絞り込めば、例えば伊達街道と言われている市役所前の道道など、統一感のあるまち並の形成が可能になる。
　　　□　・市内視察の感想で出されていた若草地区の道道沿道の看板が、雑然として
いて目に触るとあった。
　　　□　・電柱の看板も許可が必要か。
　　（事務局）・電柱にぶら下がっている物や巻き付いている物も全て許可が必要になる。
　　　□　・大きな看板は、連続していて良いのか。
　　（事務局）・工業系や商業系地域は規制内容が緩やかで、住居系の地域や国立公園内などは厳しい規制がされている。また、公共的な物以外は禁止されている地域もある。
　　　　　　・道道沿道は、商業系の地域であるため大きな看板が許されている。連続についての規制はない。
　　　□　・許可することにより市にはお金が入ってくるのか。
　　（事務局）・許可申請手数料として、その許可事務に係る費用見合い分として市に入る。
　　◆（歩いて楽しい個性あるまちに整える）
　　◆（あらたなまちの魅力をつくり広げる）
　　　　―意見なし―

　
■第４章・・みんなで進める景観づくり・・
　　◆（景観づくりの意識を育む）
　　◆（みんなでルールを定める）
　　　□　・届出に対して話し合える場づくりが必要である。
　　　　　・地区計画制度・緑化協定制度について記載したが、事務局が詳しいので説
明願う。
　　（事務局）○地区計画制度について
　　　　　　・建物の制限は、用途地域制度の中で住居系、商業系、工業系の計１２種類の用途地域の中で定められている。例えば住居系の用途地域の中では大きな商業店舗は建てられない、あるいは工業専用地域の中では一般住宅が建てられない、と言うような市域全体を土地利用という大きな視点から、建物の規制・誘導を行っている。
　　　　　　・地区計画制度は、用途地域の建物制限を補完する制度で、小さな住居単位として、例えば道路で囲まれているが街区単位、あるいはそれが集合した地区単位で細やかな制限をかける。制限内容は、例えば道路から建物は１ｍ以上離して開放感のある状況を作りましょう。併せて敷地が多く必要だから、敷地規模の最低面積を決めましょう。住宅だけの地区にしたいから、用途地域で認められているが店舗は建てられないようにしましょう。など、用途地域で認められる行為を地区の合意を基に厳しく規制をする制度である。桜木町５丁目の奥、常盤町４丁目の奥、亀田公園の付近等市内５地区で指定している。
　　　　　　　○緑化協定制度について
　　　　　　・都市緑地保全法の規定に基づき、相当規模の一団の土地などの所有者全員の合意により、市長の許可を受けて締結される緑地の保全又は緑化の推進に関する協定である。
　　　　　　・市内では唯一１箇所あり、登別東町５丁目の一部で、ミズバショウを保全しながら市民に見ていただこうという主旨で協定を結んでいる。
　　◆（美しいまちをみんなでつくる）
　　　□　・植樹マスの雑草は誰が管理するのか。若草地区の道道では、イボタにゴミ
が溜まり邪魔であり、マリーゴールドを植えたらどうかと思っている。
　　　　　・鷲別岬は文化財保護の点もあり保全していく方が良い。
　　　　　・温泉の廃湯をビニールハウスで利用する方法もある。
　　（事務局）・その地区の街路樹は、アンケートを行って地域の要望を取り入れている。葉が落ちない黒松、葉が大きくならないイボタを植えている。
　　　　　　・地域が集まって植樹マスの花植えを行うと言うことであれば、道路管理者と協議の上、イボタの撤去を進めていくことも可能だ。ただ撤去し廃棄ではなく、再利用を求められると思う。
　　　□　・鷲別岬については、文化財保護法や保安林の指定により保護はされている
と思うが。
　　　□　・その指定がされているから逆に手が付けられないことになっている。桜を
植えていきたいが草刈り程度しかできない。
　　　□　・鷲別岬の文化財は、現地には何もない。あったという跡地である。掘って
も学術的になる物はないと思う。昔こうであったという模型などを作るこ
とができたら良い。
　　　□　・子供達の勉強の場として最適と思う。
　　　□　・市の学芸員の知恵を借りるのも一法である。

　■全体を通して
　　　□　・第２条に掲げている３つの計画を把握し、整合を図らなければならない。
　　　□　・第２章から第４章は、景観形成基本計画を土台にしている。
　　　　　・今回は、景観を主眼にしたが、都市マスやみどりの基本計画との整合チェ
ックをしなければならない。
　　　□　・第２条は、表記するしないは別にして基本的に環境基本条例を尊重すると
いう精神があると思う。
　　　□　・キウシト湿原について、現状で規制が厳しくされていて何もできないので
あれば、条例として取り上げなくても良いのではないか。
　　　□　・条文本体には不要かもしれないが、少なくとも細則や解説の中で保全につ
いての表記は必要と思う。
　　　□　・保全も必要だが、この条例に参加した当初みんなが描いていた様な、現状
に手を加えることにより観光スポットにしたい、の表現を加えれば良い。
（２）今後の進め方
　　　□　・数人のメンバーで更に掘り下げて素案の第３段を作ってみる。それについ
て、意見を伺いたい。
　　　　　・他のメンバーは、３つの計画、環境基本条例を読み込んでいただき、今日
の素案に漏れがないか調べておいて欲しい。
４．報告事項

（１）北海道景観計画（案）等に関する説明会について

　　　□　・先に若干資料を渡しているが、今年の４月から施行される北海道の景観計
画と景観条例についての説明会があり、行政の担当者と参加してきた。
　　　　　・詳細の話しは後で行いたいが、道条例・計画を補完する、不足する部分を
この条例で創り上げていかなければならないと感じた。
（２）その他
　　　□　・この条例素案の第９章に係る部分でもあるが、条例の施行と併せて条例運
用のための実行組織が必要になってくる。緑化推進協議会をこの景観・緑
化条例の施行に向けて発展的休止としているところであり、このプロジェ
クト会議とは別に、市民自治推進会議の第５部会として考えていきたい。
５．次回開催日程、議題について
　　
　４月１４日（月）、午後６時から、市役所２階第２委員会室

　で行う。
　議題：素案第３段について
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